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韓国大邱（テグ）カトリック大学の学生 41名が 

「希少糖」研究の地域連携視察のため香川大学を訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

つきましては、是非取材くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 
 韓国大邱カトリック大学 大学教職員 4名、学生 41名 

学長表敬訪問＆三木町農学部キャンパス内希少糖生産ステーション見学 
 
●日時 令和６年６月２７日 （木）  

●学長表敬訪問 １０：３０～１１：００ 

●場所 香川大学幸町キャンパス 多目的ホール（オリーブスクエア２階） 

●来訪者代表 大邱カトリック大学 

 ユン ウィチョル 医療工学科 教授 地方大学活性化事業団 副団長 

パク チアンスゥ 製薬工学科 教授 先端医療産業センター センター長 

キム イッキュン 薬学部 教授 海洋バイオ産業センター センター長 

他、職員 1名、学生４１名 

●当学出席者 香川大学 上田 夏生 学長 他 

  式後に個別の取材を受け付けます。パク教授は日本語堪能で、教職員・学生インタビュー

の通訳もされる予定です。 
 
●農学部キャンパス内希少糖生産ステーション見学 １３：１５～１５：３０ 

●場所 香川大学三木町農学部キャンパス 

●来訪者代表 大邱カトリック大学（同上） 

●当学出席者 香川大学 何森 健 名誉教授 他 

  見学中・後に個別の取材を受け付けます。パク教授は日本語堪能で、教職員・学生インタ

ビューの通訳もされる予定です。 

 

 

 

 2024 年 6 月 27 日（木）に韓国・大邱カトリック大学より、大学教職員 4 名、学生 41名

が、大学発研究シーズをもとに、地域連携で活性化を進めている大学を視察するプログラ

ムで、香川大学を訪問します。 

 韓国でも人口減少に伴い、地方産業、地方大学などが、様々な問題を抱えています。そ

の解決に向けて、大邱カトリック大学は、韓国政府から支援を受けており、大学-地域連

携を通して、地域活性化を果たしている海外の優秀なモデルから学ぶプログラムの一環で

今回来日されます。そして、地域連携による希少糖研究の展開を学ぶとともに、地域で香

川大学が果たしている役割を学びたい、との目的で来校されることとなっています。 

 お問い合わせ先  

香川大学・国際希少糖研究教育機構 

学術部・研究協力課内  

Email: kenkyuraresugar-h@kagawa-u.ac.jp 

TEL: 087-832-1312 （担当 山形） 
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